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 雨に濡れた蟻峰山の緑が一段と濃く、中学校生活最後の新緑がひときわ美しく感じられます。 

いよいよ修学旅行まで２週間となりました。実行委員を中心に、平和式典やしおり原稿が進みつつあります。しおりの完 

成は５月８日の予定です。表紙も中身も手作りで、温かい雰囲気のしおりになりそうです。事前に行程を見て地図で確認し

たり、みんなで作ったガイドブックで見学する場所について確認したりしておきましょう。 

 

部活動紹介 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
    

4 月１６日の１，２時間目に、１年生と２，３年生の対面式と部活動紹介がありました。３年生を中心に各部活動の 

  紹介と練習の様子を披露しました。１年生は、小学校時代とは違う先輩たちのキレのあるプレーや、巧みなラケット 

さばきに見とれていました。 

 

「３年生になって」作文から 
   

 

 

 
 

（裏面に続く） 

 水泳で筋トレをしたり、動画を見たりして、E２に上がるように頑張る。足が苦手だから、足を重点的に筋

トレしたり、友だちにコツを聞いたり動画を見たりする。また、行きたい高校に合格するために勉強を全力

でする。自信をつけて面接でも頑張りたい。 

 部活や習い事、学校で、それぞれの役割があり、自分がするべきことに責任感をもっていきたいと思う。

中学校を卒業して社会に出て行く前の最後の１年間を、自分の役割に責任をもつということを頑張りたい

です。 



 

 

 

 

 

 

 
 さすが３年生！ ほとんどの人の目標の中に「勉強を頑張る」「受験校に合格する」「計画的に」「継続させる」など

の言葉が入っていました。この４月から、勉強だけでなく、部活動や学校生活全般で頑張っている姿を見ていると、十

分に納得できます。残りの生活も、今まで以上に期待しています！ 

 

修学旅行について   
 ４月２３日に第１回実行委員会を行い、係分担をしました。実行委員として、本気で取り組むことができる人を募っ

たところ、１８人が立候補しました。メンバーと係を紹介します。   ※ ◎は実行委員長 

  

 

 

 

 

    

本日、総合的な学習の時間に、クラスでルール・マナーを話し合い、実行委員会に持ち寄って決定します。 

クラスや実行委員、学年みんなで決めたルール・マナーを守り、思い出いっぱいの修学旅行にしましょう！ 

 

保護者の皆様へ 
 

 ルール・マナー係（７） 平和集会係（５） しおり係（６） 

係長 A B B    （◎） 

副係長 A A B   

メンバー A     A    B      

B     B   

A     A 

B   

A           A 

B    （◎）  B 

〇  家庭訪問では、有意義な時間をありがとうございました。担任がお聞きした内容で、学年や学校全体で共

有させていただくべきことは共有し、今後の指導に役立てていきます。また、年度初めのたくさんの書類や進

路希望調査などに、短い期間で丁寧に記入していただき、たいへん恐縮しております。いつもご協力ありがと

うございます。 

〇 明日の参観授業（道徳）・PTA 総会（報告会）・学年懇談会、お世話になります。学年懇談会では、修学旅

行の行程の一部変更について、実行委員会で決まったルール・マナー、持ち物についてお知らせします。ま

た、「進路だより第１号」を明日、生徒便で配布します。今後も定期的に発行しますので、必ず目を通してくだ

さい。よろしくお願いいたします。 

 ２年生の時とは違って、「受験生」という立場になり、１回目の志望校調査の時、すごく悩みました。受験ま

でどこの高校に行きたいかを決めて、それを目標にして勉強や生活態度を改めていきたいです。部活動で

は、県大会に行くことを目標に頑張ります。そんな中で、私の課題は「伝える力」をつけていくことです。学校

生活は悔しいこと、苦しいこと、悲しいこと、嫌なこともたくさんあると思うけど、残り１年の中学校生活を「楽し

かった」と心から叫ぶくらい充実した学校生活を送りたいです。 

 

 私の目標は、継続して努力することです。勉強や習いごとなど、やる気のある時とない時の差が激しいです。

３年生では、続かないような計画を立てず、ゆるくても長く続くように休まずに努力を続けたいです。 

 私が３年生になって一番頑張りたいことは、「あとまわしにしない」ということです。私はいつも宿題や頼まれ

たことなどを「あとでしよう」と思い、結果的にしていないことがほとんどです。どんなに疲れていても「１日１時

間は勉強する」ということを心掛けて過ごしたいと思います。 


